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れ
た
ら
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特
集　

介
護６

福島市在住「参画さん」の場合…
（実際に体験された家族をもとに取材・構成しました。）

２
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１

２

３

「要介護３」と認定
されたわ。介護プラン
を利用し、私も仕事を
続けながら在宅介護の
生活をスタート。

退院が決まった。
でも車いす生活に。

「要介護認定」を申
請するけれど、この
手続きがまた大変！

命は助かったけど、病
名は脳梗塞で、半身が
不自由に…。
夫の仕事のこと、
自分の仕事のこと、
父の世話のこと etc
どうしたらいいの？
とにかく必死に時間を
やりくりして病院に通
う毎日。

夫が倒れた！
我が家は共働き夫婦。
元気だった夫が突然倒
れて病院へ。大変だ！

倒れた

夫は入院治療

夫はリハビリ訓練のため入所

119番

父 私 夫

福島市発行「健やかライフ 
高齢者保険・福祉サービスの
ご案内」
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「参画さん」新たな生活へ

　子どもたちが独立し、夫婦で共働きの生活に安定を
感じていた頃、今回の出来事がありました。
突然のことで、要介護認定の申請や諸手続きの複雑さ
に本当に戸惑いました。実際当事者になってみないと、
どんなサービスをどうしたら受けられるのか分からな
いことが多いのです。身近に詳しく教えてくれる人が
いると、高齢者や仕事で忙しい人などは助かると思い
ます。
　現在、夫が在宅で生活できるのは介護サービスが利
用できるからです。本当に助かっています。私も仕事
は調整を取りながら続けられるのでありがたいです。

もしこの制度がなかったら、遠方に住む子どもたちの
生活に影響したでしょう。倒れた夫は自分を責め、生
きがいさえも失うことになっていたかもしれません。
　夫は「自分のことは自分で」を目標に訓練していま
す。しかし日常生活にはまだ手助けが必要で、定期的
にホームヘルパーさんに来てもらっています。
　介護サービスを利用して常日頃感じることは、男性
のヘルパーさんがもっと増えたら…ということです。
身体介護など男性が活躍できる分野も多いと思いま
す。男性も働きやすい職業として労働条件なども見直
されていくことを願っています。

退
院
後
の
生
活
環
境
を

整
え
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
の
二
人
三
脚

＊
日
常
生
活
の
手
助
け

自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ

仕事と介護の両立
〜 夫が倒れて初めて感じた介護保険サービスのこと 〜

さあ自宅へ…

※
工
事
の
前
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
長
寿
福
祉
課
に

相
談
し
て
下
さ
い
。
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介
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援
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門
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　平成18年４月、住み慣れた地域で自分らしく暮らし
続けるための相談窓口として、14ヶ所の「地域包括支
援センター」と、６ヶ所の「在宅介護支援センター」
が設置されました。社会福祉士、保健師、主任介護支
援専門員（ケアマネジャー）の専門職が相談を受け、
適切な介護サービスへつなげる重要な役割を担ってい
ます。
　そこでケアマネジャーとして介護を支えるお二人に
お話を伺いました。

にこやかに相談業
務をする安部正人
さん
㈳福島市社会福祉
協議会福島市中央
地域包括支援セン
ターにて

誰もが　自分らしく
生きるために

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
と
も
に

充
実
し
た
介
護
を

居
宅
介
護
支
援
専
門
員　
　

齋
藤　

熏た
だ

巨な
お

さ
ん

11

現在69才。
ケアマネジャーとして活躍中
の齋藤熏巨さん
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
？

センター名・連絡先 担　当　地　区

１ 中央地域包括支援センター
森合町10－１ ☎533－8891 旧市内（第１～第４）

２ 渡利地域包括支援センター
渡利字中江町29－３ ☎515－3135 渡利・小倉寺・南向台・立子山

３ 南地域包括支援センター（※）
田沢字入20 ☎547－2345

黒岩・伏拝・太平寺・郷野目・鳥
谷野・蓬莱町・田沢・清水町

４ 清水東地域包括支援センター
北沢又字番匠田５ ☎558－7300 御山・北沢又・泉・森合

５
清水西地域包括支援センター
南沢又字水門下160－３
 ☎591－4876

南沢又・野田町（清水支所管内）・
八島田・東中央・西中央・南中央・
北中央（吾妻支所管内）・上野寺・
下野寺・町庭坂・在庭坂・二子塚・
土船・庄野・桜本

６ 信陵地域包括支援センター
大笹生字向平13－１ ☎557－7773 笹谷・大笹生（信陵支所管内）

７
北信東地域包括支援センター
瀬上町字前川原37－11
 ☎553－1555

瀬上町・宮代・下飯坂・沖高・岡
部・岡島・山口・大波・本内（東
部支所管内）・鎌田（東部支所管内）

　 ※平成18年10月１日、南地域包括 支援センターが設置されました。
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１
．
介
護
予
防
の
視
点

で
無
理
の
な
い
か
ら

だ
づ
く
り
を
す
る
こ

と
。

２
．
い
ざ
と
い
う
時
を

想
定
し
て
家
族
を
含

め
親
戚
等
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囲
の
人

と
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話
を
増
や
す
こ

と
。

３
．
地
域
の
人
と
よ
い

関
係
づ
く
り
を
す
る

こ
と
。

４
．
介
護
情
報
を
早
め

に
手
に
入
れ
て
お
く

こ
と
。

５
．
早
め
に
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
で

す
。

あなたは大丈夫？

介護は突然やって来る

午
ご

来
らい

　和
かず

子
こ

さん
福島学院大学短期大学部
　福祉専攻第一部専攻科講師
福島県介護支援専門員協会理事
福島市介護支援専門員連絡協議
会副会長

センター名・連絡先 担　当　地　区

８
北信西地域包括支援センター
南矢野目字才ノ後６－２
 ☎552－5544

北矢野目・南矢野目・丸子・本内
（北信支所管内）・鎌田（北信支所
管内）

９ 清明・吉井田地域包括支援センター
吉倉字谷地52 ☎546－6222

旧市内（第５）・八木田・方木田・
仁井田・吉倉

10

西地域包括支援センター
土湯温泉町字坂ノ上23

 ☎594－5902

土湯温泉町・佐倉下・上名倉・佐
原・荒井

11

飯坂地域包括支援センター
飯坂町平野字小深田１－５
 ☎542－9013

飯坂町・中野・茂庭・大笹生（飯
坂支所管内）・平野・湯野・東湯
野

12

松川地域包括支援センター
松川町字産子内１－１
 ☎567－5840

松川町・松川町浅川・松川町関谷・
松川町金沢・松川町下川崎・松川
町沼袋・松川町水原

13

信夫地域包括支援センター
上鳥渡字北河原２－１
 ☎593－0151

大森・永井川・成川・上鳥渡・下
鳥渡・平石・小田・山田

14

吾妻地域包括支援センター
笹木野字水口下13－１
 ☎555－3505

旧市内（第６）・笹木野

取
材
を
終
え
て

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

センター名・連絡先 担　当　地　区

１ 中央地域包括支援センター
森合町10－１ ☎533－8891 旧市内（第１～第４）

２ 渡利地域包括支援センター
渡利字中江町29－３ ☎515－3135 渡利・小倉寺・南向台・立子山

３ 南地域包括支援センター（※）
田沢字入20 ☎547－2345

黒岩・伏拝・太平寺・郷野目・鳥
谷野・蓬莱町・田沢・清水町

４ 清水東地域包括支援センター
北沢又字番匠田５ ☎558－7300 御山・北沢又・泉・森合

５
清水西地域包括支援センター
南沢又字水門下160－３
 ☎591－4876

南沢又・野田町（清水支所管内）・
八島田・東中央・西中央・南中央・
北中央（吾妻支所管内）・上野寺・
下野寺・町庭坂・在庭坂・二子塚・
土船・庄野・桜本

６ 信陵地域包括支援センター
大笹生字向平13－１ ☎557－7773 笹谷・大笹生（信陵支所管内）

７
北信東地域包括支援センター
瀬上町字前川原37－11
 ☎553－1555

瀬上町・宮代・下飯坂・沖高・岡
部・岡島・山口・大波・本内（東
部支所管内）・鎌田（東部支所管内）

　 ※平成18年10月１日、南地域包括 支援センターが設置されました。
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ミルキーホーム
事業所内保育施設

小さな子どもがいても働ける

70

８ ２
27

５
８ ９

３

２ 2 500

４ 5 000

１

家族以外の人と初めて出会う場として
６

８

２

ミルキーホームは親にとっても「成長の場」

福島県次世代育成支援企業
認証制度をご存知ですか？

Ⅰ　子育てしやすい職場環境づくり
Ⅱ　仕事と生活のバランスが取れる働きやすい職場環
境づくり

◦県の中小企業制度資金における優遇
県の物品調達における優先指名
県の建設工事等入札参加資格審査における点数加算
県の「総合評価方式」による入札の優遇
優秀な人材の確保や企業のイメージ向上のため県で
企業を広報

http://www.pref.fukushima.jp/syoko/roudou/

福島県商工労働部労働領域労政グループ
　　電話　０２４−５２１−７２９７

▲さあ、虫歯くんを
やっつけよう！

▲みんな真剣に見ています。

▼みんな上手に歯みがきができました。

となりの牛乳屋さん
〒960−0112　福島市南矢野目字上戸ノ内13−６
電話 024−552−5886　FAX 024−552−5887

企業も ガンバる

「子育て応援」中小企業認証
対象：

300

基準：

「仕事と生活の調和」推進企業認証
対象：
基準： 200

インターネットでもチェック表をダウンロードでき
ます。
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読んでみらんしょ
　　　　　おすすめの本
読んでみらんしょ
　　　　　おすすめの本

2006 ４ １

1 500 ＋

2006 ４ １

1 350 ＋
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○
○
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発行　福島市総務部男女共同参画センター
〒 960−8035 ２ ６ 024−525−3784 024−522−1528

　　　ホームページ　http ://www.city.fukushima.fukushima.jp/
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。
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は
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こ
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か
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さ
ん

　

男
性
が
主
の
職
場
で
す
が
違
和

感
な
ど
は
？

西
田
さ
ん

福島県警察交通機動隊　福島分駐隊
福島県巡査　西田おりえさん（25才）

福島県警察交通機動隊　福島分駐隊
福島県巡査　髙野由香里さん（25才）

福島県警察交通機動隊　福島分駐隊長
福島県警部補　星　浩一さん

ふくしま女性白バイ隊スノーラビッツ
福島県警察交通機動隊の福島分駐隊で、女性の隊員が活躍しています。

大型の白バイを軽々と乗りこなすお二人と星隊長にお話をうかがいました。

福島県警のマスコット
福ぼうしさん　福ぼうしくん


